























































































１ 4/15 1. 科目の特徴と今後のスケジュール 高橋
２ 4/22 2. 社会福祉入門基礎講義 1 高橋
３ 4/29 3．社会福祉入門基礎講義 2 高橋
４ 5/6
4. 語り１ テーマＰＳＷと路上生活者支援
　（レポート提出 5/6 から 5/19 まで）
鶴田啓洋氏
５ 5/13 5. 語り１の振り返り 高橋
６ 5/20
6．語り２　テーマ 地域福祉への道
　（レポート提出 5/20 から 6/2 まで）
前田隆一氏
７ 5/27 7．語り２の振り返り 高橋
８ 6/3
8．語り３　テーマろう文化




９ 6/10 9．語り３の振り返り 高橋
10 6/17
10．語り４　テーマ私が福祉を学んだ理由　
～“脊損”になって知った世界～（レポート提出 6/17 から 6/30 まで）
坂元智香氏
11 6/24 11．語り４の振り返り 高橋
12 7/1
12．語り５テーマ　ノーマライゼーション、福祉との出会い
　（レポート提出は 7/1 から 7/14 まで）
伊東安男氏
13 7/8 13．語り５の振り返り 高橋
14 7/15 14． 語りについてのまとめ 高橋














































昭和 57 年健康優良児で生まれたが、15 歳の時に事故により「第 6 胸椎圧迫骨折、
第 8 及び第 9 胸椎破裂骨折による脊髄損傷」と診断される。平成 10 年身体障害者手












































































































































Net. かごしまで働かれている。この NPO デフ Net. かごしまを立ち上げられたきっかけは、以前はろ
う者に対する差別が多く、鹿児島にろう学校があまり無かった事だという。理念としては、ろう者・
聴者お互いが認め合い、互いを尊重し共生する社会を目指すものである。ろう文化では、感じ方・言




























































































学生の成績評価は、５本のレポートと平常点から 100 点満点で示す。平成 28 年度の履修
者は、100 名　このうち再履修者が 20 名となっている。ⅱ
またこの科目の授業評価は筆者の担当する科目の中では最も高く、学内授業アンケート
では、平成 28 年度で総合満足度 4.41 である。これは所属学科平均 4.16 や全体平均 4.23 よ
ⅱ　社会福祉入門Ⅰから鹿児島社会福祉入門へ
　そもそも、この科目は選択科目社会福祉入門としてスタートしたが、途中、社会福祉入門Ⅰと名称が
変更になり、この時に、後期科目として社会福祉入門Ⅱがスタートしている。その折りに、この科目は
実習にいくためには、履修しておかねばならない科目とされた。
　社会福祉入門Ⅰは、平成 28 年度からの新カリキュラムの中で廃止され、実質的にこの科目は、再履修
者を対象にするだけの科目になったが、同年立ち上がった鹿児島社会福祉入門を筆者が担当することに
なり、内容的に社会福祉入門のカリキュラムをそのまま用いたために、社会福祉入門の科目は、名前は「鹿
児島社会福祉入門」になったものの、科目内容は維持された。
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りも高い。
７．課題と対応策
（1）　他の科目との連携
実は数年前まで、この科目は、新入生ゼミナールの担当教員にレポート内容を送付し、
ゼミナールの中でのレポートの書き方の指導や生活相談に役立てていた。レポート作成能
力の劣る学生に対して、個別指導を行うことが難しい現状の中で、新入生ゼミナールの活
動を通して、そうした指導ができればよいだろう。現在は、そうした連携が行われていな
いのは残念であるが、講義を主体とした社会福祉入門にアクティブラーニングの要素を持
たせる意味でも、新入生ゼミナールとの連携は重要ではないかと思っているところである。
（2）　谷間の時間の対応
　外部講師の語りを２週間に１回にし、よく週は講師の話の振り返りを行うことはよかっ
たと思うが、主観的には、この谷間の授業の出席率が今ひとつ少ないような気がしていた。
（今年度の人数の変化を調べた限りは、そうした点は確認されなかったが）
　しかし現在のあり方では、この谷間の授業の事前事後学習は、十分担保されていないた
めに、今後の対応が必要である。次年度よりは、レスポンスシートを使って、学生ポータ
ル上でレポート提出の機会をつくろうと考えているところである。
（3）　ＩＣＴの活用
本授業での講師の語りをレポートにする方法は、学生ポータルの仕組みを利用しなけれ
ば困難であったろう。レポートチェックもしやすいし、レポートを出した、出していない
ということで学生とトラブルになることもない。ただ時折規格外のファイルを添付してく
る学生がいるので注意が必要だ。レポート作成能力の極端に劣る学生に対しては、別の指
導の仕組みを連動させることが考えられる。
　講師の語りの時間に休んだ学生には、以前であれば、録音したＣＤを貸したりというこ
ともあったが、現在は、ビデオを学内ランの中に、アップし、その時欠席した学生もビデ
オ映像でレポートを書くことができるようにしている。
公益社団法人　私立大学情報教育協会が実施した「平成 28 年度私立大学教員の授業改善
に関する調査」では、授業改善のためのＩＣＴの活用方法・内容についての質問が含まれ
ており、「授業内容の可視化」「事前・事後学修」「授業方法の改善」「大学間・産業界・地
域社会との連携」「学修成果の点検・評価・改善」の活用項目にそって全部で 16 の具体的
項目が示されている。これらの項目は、今後の授業改善の参考になる。
（4）　レポートの評価とルーブリック
　本授業評価の柱はレポートであり、レポートには講師の話の要約と自分の意見を書くよ
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うに指導をしているが今後、レポートの評価基準をルーブリックの形式で示すことを検討
中である。
（5）　事前、事後学習のあり方
　上に述べたように、レスポンスシートを「事前・事後学習カード」として、学生に書い
てもらい、学生ポータルのレポート機能を使ってそれを提出してもらう予定にしている。
ただ講師の講義資料は当日になることもしばしばあり、事前学習については難しい場合も
ある。
事前・事後学習カード（科目名）
日　付　　　　　　　　
学年　　　　組　　　　学生番号　　　　　　名前　　　　　　　　　　　　　　　　　
事前資料−　　　　　　　　１．ダウンロードした　　　２．ダウンロードしていない
※どちらかを囲む
事前資料の感想−
授業の振り返り−授業内容　　１．だいたい理解できた　　　２．あまり理解出来なかった
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※どちらかを囲む
授業での感想−
（6）　受講生への合理的配慮
①　講師の話の要約
　聴覚に障害のある学生にとって講師の口頭だけの語りは、十分に受け止めがたいもの
である。そのため、講師の話をあらかじめ、要約文にまとめ、これに沿って話を進めて
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もらうようにしている。要約文は必要な学生に配る。
②　ビデオ受講の配慮
　ビデオによる受講に関しても、できるだけ字幕スーパーのあるビデオを使用するよう
に考えているが、教室環境もあり、字幕での映像を提供できない場合もある。その場合は、
必要とする学生にパソコンを使って字幕付きビデオをみてもらうなどの対応をおこなっ
ている。
　しかしまた、さまざまな障がいをもつ学生に対する対応としては、まだまだ改善すべ
き点はあると思われる。
（7）　アクティブラーニングの視点
　講義を中心にした知識伝達型の授業の教育効果が問題視され、学生のより主体的な授業
形態−アクティブラーニングが提唱されている。この科目に関しては、能動性という点で
言えば、レポートの作成を主眼としている点があげられるが、ＰＢＬといった問題解決型
を志向しているわけではない。講師の話をまとめたり、自分の意見を述べる以外にも、学
生同士の討議を取り入れたり、あるいは具体的な福祉課題についての解決策を考えるプロ
グラムも想定されるが、今のところ、導入教育として、社会福祉援助者イメージの具体化
という点を中心にカリキュラムを展開している。
（8）　導入教育としての意味
　本科目は社会福祉学科の学生の１年前期に設定されている点から、社会福祉専門教育の
導入的な意味合いを持っており、語りの中に出てくるテクニカルタームや制度についての
理解が不自由分のまま終わっても、２年、３年と経ていくうちにより正確な概念理解がで
きるようになるであろうという想定もある。自己の宿題として考えて行ければいいと思う
が、社会福祉やソーシャルワーク、専門職への関心につながることが重要であると思って
いる。その意味で、他の専門科目との連動性や連携が、これまで以上に必要であると考え
ている。
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